
市の花
カキツバタ

市の木
サクラ

市の鳥
ヒバリ

・長寿をお祝いします　……………………………………………
・第２次高島市総合計画（案）に ご意見をお寄せください   …

皆さんのおかげで「広報たかしま」２００号  …主
な
内
容

特  集 ２ 
６
９

スマートフォンで広報たかしまを配信しています

「広報たかしま」はスマートフォンアプリ「i 広報紙」でも配信しています。
スマートフォンから当アプリをダウンロードしてお使いください。※アプ
リのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者のご負担になります。

２０１６

９
平成28年

月号
Ｎｏ . ２００
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平
成
17
年
１
月
に
創
刊
し
た
「
広
報
た
か
し
ま
」
が
、
今

月
号
で
２
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。

　
発
行
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
毎
号
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
誌
の
大
き
な
役
割
は
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
お
届

け
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
ん
ば
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
姿
を
掲
載

し
た
り
、
５・
７・５
コ
ー
ナ
ー
に
投
稿
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
創
る
こ
と
に
よ
り
、
自

分
た
ち
の
市
の
こ
と
を
自
分
た

ち
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
・
・
・
と
い
う

思
い
も
込
め
て
い
ま
す
。

特 集

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

「
広
報
た
か
し
ま
」
２
０
０
号

　
市
の
お
知
ら
せ
、
い
た
だ
い
た

情
報
を
基
に
、
誌
面
の
構
成
を
広

報
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
ま
す
。

企
画

　
取
材
が
必
要
な

も
の
は
現
場
へ
行

き
、
原
稿
を
作
成

し
ま
す
。

取
材

編
集
　
パ
ソ
コ
ン
上
で
、
原

稿
、
写
真
な
ど
を
配
置

し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作

成
し
ま
す
。

配
布
　
月
末
に
市
民
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ｉ

広
報
紙
」
で
も
配
信
し
て
い
ま

す
。

「i 広報紙」のダウン
ロードはこちらから。

印
刷

納
品

　
印
刷
会
社
が
、
印
刷
、
製
本

を
行
い
、
配
布
日
の
前

日
ま
で
に
本
庁
や
各

支
所
に
納
品
し
ま
す
。

校
正
　

作
成
し
た
紙
面
デ
ー
タ
に
誤

り
が
な
い
か
確
認
を
行
い
ま
す
。

校
正
は
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

【
広
報
誌
が
で
き
る
ま
で
】

を
行
い
、
配
布
日
の
前

22016.９月号

●市民参加型のコーナーを企画
　記念すべき広報たかしまの創刊時の担当をさせて
いただきました。創刊当時は伝えるべき情報がたく
さんある中で、大事なものを選択して「いかにわか
りやすく伝えられるか」にとても気を使った記憶が
あります。また、とにかく地域を知らなくては！  
と思い、休みのたびに市内中を走り回ったことも良
い思い出です。
　広報にはさまざまなコーナーがありますが、中で

も一番思い出深いのが創刊
第６号から始めた“みんな
のページ”です。一方的に
お伝えするだけでない“市
民 の 皆 さ ん と 一 緒 に 創 る
ページを“との想いから企
画し、当時は川柳以外にも
写真やイラストも掲載して
いました。これからも広報
たかしまに、皆さまの声と
想いをお届けください。

歴代広報担当者が当時のエピソードを語ります。歴代担当者に聞く！
●広報での経験が礎に
　私が広報担当課へ異動してきたときは、ちょうど
広報誌が月２回発行となった年でした。
　広報誌の制作期間は約１か月で、印刷の期間を除
くと編集に費やせるのは約２週間。限られた時間の
中で、各担当から提出された原稿をチェックし、何
度も読み返しては文章を練り直し、少しでも読みや
すくと、紙面の組み立てに頭を悩ませました。そし
て、ようやく印刷に出したと思ったら、すぐ次の号
に取り掛かるという、当時
は本当にその繰り返しでし
た。また、広報のネタを求
めて、カメラを担いで北へ
南へ東へ西へ、正に山の頂
きから湖の上までいろんな
ところへ取材にお邪魔しま
した。そこで、多くの市民
の皆さんにお出会いし、た
くさんのことを教えていた
だきました。
　この経験が、今では大き
な礎となっています。

振
り
返
る
「
広
報
た
か
し
ま
」
の
歩
み

土木課 大森　康彦
平成 18 ～ 25 年度に
広報担当。17 号から
171 号まで携わる。

市民協働課   清水  潤平
平 成 16、17 年 度 に
広報担当。創刊号から
16 号まで携わる。

平成 17 年創刊号
高島市誕生後、初の広報誌。
当時は表紙がカラー、誌面は
２色刷りでカラフルでした。

平成 18 年４月 15 日号
タイムリーに情報を出すた
め、この号から 15 日号を発
行することになりました。

（平成 22 年度まで。）

表
紙
は
、
高
島
市
開
市
式

の
様
子
。

平成 21 年 10 月１日号
記念すべき１００号。この時
の特集は、「南部藩に雄飛し
た高島商人」。

100号

平成 25 年台風 18 号災害特集号
平成 25 年９月の台風 18 号に
よる被害状況や復旧活動をお知
らせするため、特集号を発行。

平成 27 年１月号
高島市制 10 周年を特集。これ
からの高島市をテーマに高校生
と市長との対談を掲載。

ち
ょ
う
ど
10
歳
に
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
表
紙
に
。

平
成
25
年
11
月
号
（
１
６
６

号
）
に
折
り
込
ん
で
発
行
。

カ
ラ
ー
で
な
い
と
写
真
の
良

さ
が
伝
わ
ら
な
い
と
の
声
も
。

180号

平成 21 年５月１日号
経費を抑えるため、表紙２色、
誌面１色にしました。

90 号

１号

17号

特集号
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高
島
で
働
く
場
所
を
創
造
す
る

総合戦略はどうなってるの？ vol.４

　
「
高
島
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
事
業
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
第
４
弾
で
す
。

　
今
回
は
、
基
本
目
標
①
「
高
島
に

お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」

の
取
り
組
み
と
し
て
「
実
践
型
地
域

雇
用
創
造
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
「
た

か
し
ま
の
未
来
を
創
る
シ
ゴ
ト
お
こ

し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、「
農

林
業
振
興
分
野
」
と
「
商
工
業
振
興

分
野
」
に
重
点
を
置
き
、
人
材
育
成

や
雇
用
拡
大
の
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
組
織
は
市
内
の
７
団
体
で
構
成
さ

れ
、「
高
島
市
の
区
域
に
お
い
て
、

地
域
雇
用
創
造
の
核
と
な
る
産
業
に

お
け
る
新
た
な
雇
用
創
出
の
促
進
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
課

　
（
２
５
）
８
１
１
４

「高島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは・・・
　将来にわたって安心して暮らし続けることができる、持続
可能な地域社会づくりに取り組むため昨年策定した計画です。

○
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ
ー

　
・
高
島
産
品
や
発
酵
食
の
新
展
開

　
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
事
業

　
・
森
林
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
事
業

○
就
職
支
援
メ
ニ
ュ
ー

　
・
合
同
就
職
面
接
会
の
開
催

　
・
就
職
支
援
情
報
発
信
提
供
事
業

　
　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
・
情
報
誌
の
発
行
な
ど
）

　
今
年
度
の
取
り
組
み

　
引
き
続
き
市
内
で
の
雇
用
創
出
を
目

指
し
、
農
業
・
林
業
・
発
酵
の
分
野
で

求
職
者
、
創
業
希
望
者
、
事
業
主
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
・
発
酵
食
分
野
で
の
新

商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
協
力

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
高
島
市
な

ら
で
は
の
魅
力
的
な
商
品
を
開
発
・
改

良
し
、販
売
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

高
島
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
と
は

事
業
紹
介

　

昨
年
度
の
成
果

　
平
成
27
年
度
は
、
求
職
者
、
創
業
希

望
者
、
事
業
主
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
合

同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、市
内
で
の
雇
用
が
60
人
、

創
業
が
６
つ
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
・
発
酵
食
分
野
で
は
、

高
島
の
板
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
平

屋
を
紹
介
す
る
事
業
や
、
新
し
い
発
酵

食
の
創
出
、
発
酵
食
作
り

の
要
点
を
ま
と
め
る
な

ど
、
広
く
高
島
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
工
夫
を
重
ね

ま
し
た
。

実
践
型 

地
域
雇
用
創
造
事
業
～
高
島
地
域
雇
用
創
造

　
　
協
議
会
の
取
り
組
み
～

高島地域雇用創造協議会開催セミナー
《ＷＥＢ業務セミナー》ＷＥＢ発信の基礎と、伝わる文章と写真の撮り方《地域食を活用した商品・サービス開発セミナー》商品開発と、人が集まる本気の“場づくり”教えます！《売れる商品づくりセミナー》「いいもの」＝売れる　ではない、あなたの商品をお持ちください！
《林業施業基礎講座》目指せ！林業ビジネス～森のシゴトの基礎を学ぶ～詳しくはホームページをご覧になるかお問い合わせください。
問高島地域雇用創造協議会　　☎（25）5731
　 http://www.takashima-shigoto.jp

（
２
５
）
８
１
１
４目指せ！林業ビジネス～森のシゴトの基礎を学ぶ～詳しくはホームページをご覧になるかお問

▼

③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

②高島への新しいひとの流れをつくる

④時代に合った地域を作り、安心な暮らしを守る
とともに、地域と地域を連携する

①高島における安定した雇用を創出する
総
合
戦
略
の

４
つ
の
基
本
目
標

▲林業施業基礎講習

5 2016.９月号

８月１日・２日と、今津中学校の生徒２人が秘書
広報課に職場体験に来てくれました。職場体験で
は、実際にイベントを取材し、原稿作成、写真撮
影、レイアウト作成までしていただきました。

前川　遥
は る き

希くん 寺尾　駿
しゅんき

輝くん

②写真撮影・取材

①打ち合わせ①打ち合わせ

今号の 14ページに掲載されています。
ぜひご覧ください！

③原稿・レイアウト作成

初めての取材体験でしたが、
皆さんのおかげでなんとかで
きました。広報たかしまはタ
イトルや写真がわかりやすい
と思います。周りの身近な記
事や、カラー写真があれば、
もっと読みたくなると思いま
す。

とても貴重な取材体験ができ
ました。記事づくりは学校で
作るものとは気持ちの入り具
合が違いました。広報誌は、
まちのことが幅広く書かれて
いていいですね。コラムや連
載小説のようなものもあると
おもしろいと思います。

ぜひご覧ください！

くん

広報誌づくりを体験
僕たちが取材しました！

【
皆
さ
ん
と
作
る
広
報
】

　
平
成
17
年
に
、「
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
創
る
ペ
ー
ジ
」
を
、
と
の
思
い

で
生
ま
れ
た
コ
ー
ナ
ー
は
、現
在
、「
み

ん
な
で
５
７
５
」
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

幅
広
い
年
代
の
方
か
ら
多
く
の
参
加
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
催
し
の
結
果
以
外
に
、
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
日
頃

の
取
り
組
み
を
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

ま
た
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
自
治
会
の

活
動
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
身
近
な
市
民
の
皆
さ
ん
の
話
題

を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
市
の
魅

力
の
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広

報
誌
を
目
指
し
て
、
た
く
さ
ん
の
話
題

や
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、「
広
報
た
か
し
ま
」
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
、
広
報
誌
に
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
情
報
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

（
内
容
等
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

秘
書
広
報
課

　
（
２
５
）
８
０
０
０

受賞歴（過去５年）
【近畿市町村広報紙コンクール】
・第 28 回（平成 27 年）　優良賞
・第 27 回（平成 26 年）　優良賞
【滋賀県広報コンクール】
・平成 27 年　広報紙の部　協会長賞
・平成 26 年　広報紙の部　協会長賞
・平成 25 年　広報紙の部　知事賞
・平成 23 年　広報紙の部　知事賞
　　　　　　  広報写真の部　知事賞

▼私たちが広報担当です

▼ＱＲコードで動画が見れる！

現在、広報誌の作成は、広報グループ３
人で手分けをして行っています。主担当

（左）の２００号を振り返っての想いは、
編集後記をご覧ください。

「インターネットテレビ　高島みてねっ
と！」と連携しています。広報誌面タウ
ントピックスコーナー等にあるＱＲコー
ドをスマートフォン等で読
み取っていただくと、関連
動画をご覧いただけます。

QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です
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お知らせ拡大版

長
寿
介
護
課
　
（
２
５
）
８
０
２
９

９
月
の
第
３
月
曜
日
（
９
月
19
日
）
は
敬
老
の
日

　
敬
老
の
日
は
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢

者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る
日
で
す
。
高
齢
者
は
、
そ
れ

ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ
た
技
術
と
経
験
を
地
域
社
会
の
中
で
活
か
さ

れ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

共
に
生
き
　
共
に
喜
び
　
共
に
育
つ
「
長
寿
た
か
し
ま
」

　白井さんは明治 42 年生まれの１０６歳。現在、滋賀県
の男性最高齢者です。
　多少耳がきこえにくい白井さんですが、日課として新聞
を読み、ニュースも見ておられます。政治や時事問題にも
関心を持っておられ、ご家族によると流行りのポケモンＧ
Ｏについても話をされていたそうです。また相撲が好きで、
中継を楽しみにしておられます。
　長生きの秘訣は「好き嫌いなく何でもよく噛ん
で食べること」とのことで、「嫌いなものでも食べ
たらおいしい」と笑顔の素敵な白井さんです。

白
し ら い

井　庄
し ょ う じ ろ う

次郎さん　１０６歳
（安曇川町青柳）

　
敬
老
の
日
は

　
ど
う
し
て

　
つ
く
ら
れ
た
の
？

　
敬
老
の
日
は
、
１
９
４
７
年

に
、
兵
庫
県
多
可
郡
野
間
谷
村

（
現
在
の
多
可
町
八
千
代
区
）

で
「
老
人
を
大
切
に
し
、
年
寄

り
の
知
恵
を
借
り
て
村
作
り
を

し
よ
う
」と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

「
と
し
よ
り
の
日
」
を
提
唱
さ

れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ

の
後
、
兵
庫
県
、
全
国
へ
と
広

が
り
、
１
９
６
６
年
に
敬
老
の

日
は
国
民
の
祝
日
に
加
わ
り
ま

し
た
。

滋賀県男性最高齢！

　
　
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
高
齢

者
に
お
祝
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
方
【
誕
生
月
に
３
万
円
】　

②
９
月
１
日
現
在
で
市
内
最
高
齢
の
男
女
【
敬
老
月
間
（
９
月
）
５
万
円
】

※
対
象
と
な
る
方
に
は
市
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

※
①
②
と
も
市
内
に
１
年
以
上
在
住
の
方
が
対
象
で
す
。

平均寿命は？
全国的に伸びています。

女性最高齢の方
↑

100 歳以上の人数は？

長寿祝 年齢 由来、意味等 市内人口
H28.4.1

還暦…かんれき ６０歳 60 年で再び生まれた年の干支に還るから ６６９人
古稀（古希）こき ７０歳 中国の詩人杜甫の詩「人生七十古来稀」より ６３５人
喜寿…きじゅ ７７歳 「喜」の草書体「㐂」が「七十七」と読めることから ５３５人
傘寿…さんじゅ ８０歳 「傘」の略字「仐」が「八十」と読めることから ５９１人
半寿…はんじゅ ８１歳 「半」の字を分解すると「八十一」になることから ５８２人
米寿…べいじゅ ８８歳 「米」の字を分解すると「八十八」になることから ３９２人
卒寿…そつじゅ ９０歳 「卒」の異字体「卆」が九十と読めることから ２８６人
白寿…はくじゅ ９９歳 「百」から一をとれば「白」になることから ３３人

百寿…ひゃくじゅ １００歳 「百」はそのまま。100 歳以上の方を表す場合も
あります。 ２９人

茶寿…ちゃじゅ １０８歳 「茶」の草冠が「十十」で 20、下の字が八十八で、
足して１０８となることから １人

全国 高島市
昭和 38年 153 人 -
昭和 56年 1,072 人 -
平成　７年 6,378 人 １人
平成 12年 13,036 人 ５人
平成 17年 25,554 人 11 人
平成 25年 54,397 人 36 人
平成 26年 58,820 人 38 人
平成 27年 61,568 人 30 人

男性 女性 男女差
昭和 22年
（1947年）50.06 歳 53.96 歳 3.90 歳

平成 27年
（2015年）80.79 歳 87.05 歳 6.26 歳

伸び 30.73 歳 33.09 歳 -

　北坂さんは、68 歳まで仕事をされて、70 歳の
とき、先輩に誘われて老人クラブへ加入されました。
老人クラブは、もともと関心があり、ボランティア
として積極的に関わり、現在は地域の老人クラブ会
長をはじめ、連合会役員や傾聴ボランティアもされ
ています。
　元気の秘訣は、「目標を持つこと」「何でも食
べること」「感謝の気持ち」とのこと。
　今の目標は米寿まで今の状態を維持すること。
　「これからの世の中は、横のつながり（絆）が大
　　　切だと思うので、老人クラブへもぜひ加入い
　　　ただきたい」とのことでした。

　粂さんは高島市で生まれ、昭和 49 年までは大阪
にお住まいでしたが、高島に戻り市内の企業等に勤
められました。退職後はシルバー人材センターに登
録され、草刈や肥料チップの作成、畑の耕作等をさ
れており、仕事をしっかりこなした時の達成感が喜
びで、やりがいを感じられるそうです。
　元気の秘訣は、「食事、睡眠をしっかり取る
こと」で、食事は何でも食べ、特に魚を好んで食
されているとのことです。「ここに入って大勢の仲
間ができたので、いつまでも元気で仲良く作業した
い。」とお話されていました。

　60歳以上の方、生きがいづくりに！
　シルバー人材センター入会説明会
【マキノ・今津・新旭地域】
９月 14 日（水）
今津老人福祉センター
【朽木・安曇川・高島地域】
９月 15 日（木）
安曇川老人福祉センター
両日とも９時 30 分～
☎（３６）８１９１

新しい仲間と地域で交流
老人クラブに加入しませんか
　まずはご連絡ください。

マキノ支部　☎（２７）１１３２
今 津 支 部　☎（２２）５２００
朽 木 支 部　☎（３８）２６０７

　安曇川支部　☎（３２）１９４４
高 島 支 部　☎（３６）８１８５

　　新 旭 支 部　☎（２５）３４５０

高島市老人クラブ連合会
北
き た さ か

坂　修
おさむ

  さん（武曽横山）　78 歳
高島市シルバー人材センター

粂
く め

　洋
よ う い ち

一 さん（新旭町太田）　74 歳

ま
す
ま
す
が
ん
ば
り
ま
す
!!

老人クラブに加入しませんか
　まずはご連絡ください。

マキノ支部　☎（２７）１１３２
今 津 支 部
朽 木 支 部

　安曇川支部　☎（３２）１９４４
高 島 支 部

　　新 旭 支 部

つ
な
が
り
が

大
切 仲

間
と

元
気
で
仲
良
く

　シルバー人材センター入会説明会
【マキノ・今津・新旭地域】

【朽木・安曇川・高島地域】

仲
間
と

元
気
で
仲
良
く
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市
で
は
、
市
内
を
流
れ
る
５
つ
の
河
川

（
安
曇
川
、
鴨
川
、
石
田
川
、
百
瀬
川
、
知

内
川
）
の
増
水
に
対
し
て
、
水
位
や
雨
量

な
ど
か
ら
判
断
し
、
皆
さ
ん
に
避
難
情
報

（
避
難
勧
告
な
ど
）
を
発
令
す
る
目
安
と
な
る
判
断
基
準
水
位
を
定
め

て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
７
月
に
滋
賀
県
が
水
位
周
知
河
川
で
あ
る
安
曇
川
の
基
準

水
位
を
見
直
し
た
こ
と
に
よ
り
、
避
難
情
報
を
発
令
す
る
目
安
と
な
る

判
断
基
準
水
位
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
安
曇
川
以
外
の

４
つ
の
河
川
に
つ
い
て
も
判
断
基
準
水
位
を
変
更
し
、
８
月
１
日
か
ら

運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

〇
避
難
準
備
情
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
…

　
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
避
難
に

時
間
が
か
か
る
方
は
、
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
の
方
は
、
避
難
の
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

〇
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
ら
…

　
す
べ
て
の
方
が
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
時
に
は
情
報
を
し
っ
か
り
聞
い
て
、
迅
速

か
つ
安
全
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

「水防団待機水位」　水防団（消防団）が水防活動を行うために準備する目安となる水位。
「はん濫注意水位」　水害に備えて水防団（消防団）が出動し警戒にあたる目安となる水位。
「避難判断水位」　　避難準備情報の発令判断の目安となる水位。
「はん濫危険水位」　避難勧告等の発令判断の目安、住民の避難判断の参考となる水位。

※（　）は変更前 単位（ｍ）

「ＬＥＤ強力ライトセット」をご恵贈いただきました
　滋賀県電気工事工業組合様から高島市に「ＬＥＤ強力ライトセット」50 個をご
恵贈いただきました。
　これは、滋賀県電気工事工業組合様が「災害時における電気設備の応急復旧の応
援に関する協定」を締結している滋賀県と県下全市町に寄贈されたものです。
　高島市では、風水害・地震災害・原子力災害等の災害リスクを抱え、平時から災
害時用の物資等の備蓄を進めています。今回いただいたＬＥＤライトは、防災活動
や災害発生時に有効に活用させていただきます。

避
難
情
報
（
避
難
勧
告
な
ど
）
の

発
令
基
準
と
な
る
水
位
が

変
わ
り
ま
し
た総

合
防
災
局
　
（
２
５
）
８
１
３
３

▼基準点

▼水防団待機水位

▼はん濫注意水位

▼はん濫危険水位
▼避難判断水位

▼市内の河川の変更後の水位

水位 避難情報
（目安）

安曇川 鴨川 石田川 百瀬川 知内川
船橋 常安橋 鴨川橋 岸脇 沢 知内川大橋

水防団待機水位 ０．９０
（1.20）

１．００
（1.00）

１．２０
（1.20）

１．３０
（1.30）

０．５０
（0.50）

１．００
（1.00）

はん濫注意水位 （避難準備情報） １．１０
（1.70）

１．５０
（1.50）

１．９０
（1.90）

１．８０
（1.80）

０．６０
（0.60）

１．３０
（1.30）

避難判断水位 避難準備情報
（避難勧告）

１．４０
（1.88）

１．９０
（2.35）

１．９０
（2.50）

１．８０
（2.50）

０．６０
（0.80）

１．３０
（1.70）

はん濫危険水位 避難勧告
（避難指示）

１．７０
（2.54）

２．３０
（2.54）

２．５０
（2.90）

２．５０
（2.90）

０．８０
（1.30）

１．７０
（2.50）

　総合計画とは、市の施策の方向性を定める、自治体としての「最上位計画」です。
　平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間を計画期間とする第２次計画の策定を
進めています。策定にあたっては、市民アンケートや市民ワークショップ、各種団体の
ヒアリングなど、さまざまな市民の皆さんの声を聞いて進めてきました。この計画は市
民の皆さんにとって重要な計画であることから、パブリックコメントを実施します。ぜ
ひご意見をお寄せください！

問企画調整課　☎（25）8114　℻（25）8101
　　　　　　　 kikaku@city.takashima.lg.jp

▼
下
水
道
の
ご
利
用
の
注
意

○
下
水
道
に
は
何
で
も
流
せ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん

　
下
水
道
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
や
タ

オ
ル
等
（
繊
維
類
、
紙
オ
ム
ツ
）
を
流

し
て
し
ま
う
と
、
下
水
管
が
詰
ま
っ
た

り
、機
械
の
故
障
が
発
生
し
ま
す
。ル
ー

ル
を
守
っ
て
大
切
に
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

○
雨
水
が
下
水
管
へ
流
れ
て
い
ま
せ
ん

か
　
雨
水
が
下
水
管
に
流
れ
る
と
、
大
雨

の
時
に
下
水
管
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
雨
ど
い
が
、
下

水
管
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
か
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
下
水
道
へ
の
接
続
が
必
要
で
す

　

下
水
道
整
備
が
済
ん
で
い
る
地
域

で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な

い
ご
家
庭
（
合
併
浄
化
槽
を
使
用
さ
れ

て
い
る
等
の
場
合
）
お
よ
び
事
業
所
の

方
は
、
１
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
こ
ん
な
時
は

　
「
届
け
出
」
が
必
要
で
す

○
新
た
に
下
水
道
に
接
続
さ
れ
る
と
き

○
地
下
水
を
使
用
し
、
汚
水
を
流
さ
れ

る
と
き

○
使
用
者
の
名
義
変
更
な
ど

※
地
下
水
を
下
水
道
に
流
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
使
用
人
数
や
用
途
に
よ
り
汚

水
量
を
認
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
場
合
、

使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る
と
き
は
必
ず

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

上
下
水
道
課

　
（
２
２
）
９
０
１
１

　
上
下
水
道
料
金
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
（
２
２
）
９
１
３
３

《第２次高島市総合計画（案）に関するパブリックコメント》
・期　　間　９月１日（木）～ 30 日（金）
・閲覧方法　市ホームページまたは市役所、各支所に設置
・提出方法　所定の様式に記入し、企画調整課まで提出してください。

　
市
で
は
、
下
水
道
の
機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う

に
常
に
点
検
や
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
継
続
し
て

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
、下
水
道
の
日
に
あ
わ
せ
て
、

利
用
の
仕
方
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

９
月
10
日
は
下
水
道
の
日
で
す

第２次高島市総合計画（案）
に ご意見をお寄せください！

※水位の状況は、NHK 総合テレビのデータ放送でご覧いただけます。（データボタン⇒「防災・生活情報」⇒「河川水位・雨量情報」）
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少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
人
が
使
用
し
て

い
な
い
空
家
等
が
長
期
間
に
わ
た
り
放
置
さ
れ
、
周
辺
住
民
の
生

活
環
境
が
著
し
く
損
な
わ
れ
る
問
題
が
全
国
的
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
が
、
平
成
27
年
2
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
空
家

等
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
高
島
市
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
平
成
28
年
4
月
に
施
行
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み
は
？

　
市
で
は
、
空
家
等
に
関
す
る
対

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
、
今
年
度
は
「
高
島
市

空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
す
る

予
定
で
す
。ま
た
、そ
の
基
礎
デ
ー

タ
と
な
る
空
家
の
実
態
調
査
を
市

内
全
域
で
実
施
し
ま
す
。

所
有
者
の
責
務
は
？

　
空
家
等
は
あ
く
ま
で
も
所
有
者

等
の
財
産
で
す
。
管
理
不
全
な
状

態
で
放
置
さ
れ
た
結
果
、
他
人
に

損
害
を
与
え
た
場
合
は
、
空
家
等

の
所
有
者
等
が
責
任
を
負
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
有

者
等
は
、
空
家
等
が
周
辺
の
生
活

「
空
家
等
」
と
は
？

　
建
築
物
ま
た
は
こ
れ
に
付
属
す

る
工
作
物
で
あ
っ
て
居
住
そ
の
他

の
使
用
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

常
態
で
あ
る
も
の
や
そ
の
敷
地
を

い
い
ま
す
。

空
家
等
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
調
査
の
目
的

　
市
内
の
空
家
等
の
実
態
を
調
査
し
、
今
後
の

空
家
等
対
策
を
推
進
し
て
い
く
上
で
の
基
礎
資

料
と
し
ま
す
。

■
調
査
区
域　
市
内
全
域

■
調
査
期
間　

９
月
～
11
月

※
天
候
、
作
業
状
況
に
よ
り
、
右
記
調
査
期
間

を
超
え
て
調
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
調
査
内
容

　
現
地
調
査
を
行
う
前
に
、
水
道
閉
栓
状
況
等

に
よ
り
事
前
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
事
前
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
候
補
と
な
る
家
屋
等
に
つ

い
て
道
路
上
か
ら
の
写
真
撮
影
、
郵
便
受
け
の

状
況
等
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、

必
要
に
応
じ
て
、
近
隣
に
居
住
す
る
住
民
の
方

へ
の
聞
き
取
り
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
調
査
委
託
会
社　
朝
日
航
洋
株
式
会
社

※
調
査
員
は
、
高
島
市
発
行
の
調
査
員
証
お
よ

び
腕
章
を
携
帯
し
ま
す
。

今津、新旭、安曇川で「空家活用相談会」を開催します！
　市内への若者の移住を進めるため、空家の所有者がその活用を気軽に相談できる場として、
空き家活用相談会を開催します。空き家所有者の皆さん、ぜひ相談会をご利用ください。　
　■日時：９月17日（土）　10時～12時　※ご予約をいただいた方を優先します。
　■場所：今津会場　　⇒　今津東コミュニティセンター
　　　　　新旭会場　　⇒　新旭公民館（高島市観光物産プラザ内）
　　　　　安曇川会場　⇒　安曇川公民館（安曇川ふれあいセンター内）

市民協働課　定住推進室　 （25）8526

空
家
対
策
を
す
す
め
ま
す

今津、新旭、安曇川で「空家活用相談会」を開催します！

調査員証

腕　章

　毎年、多くの人が自殺によって亡くなっています。平成 27年度、日本では２万４，０２５人
の方が亡くなりました。自殺は本人だけの問題ではなく、残された家族や友人、職場の同僚等周
囲の人に大きな影響を与えます。大切な命を守るために自分ができることを考えてみませんか？

■どうして自殺してしまうのでしょうか？
　自殺の原因は、ひとつではありません。体や心の
健康、生活や仕事の悩み、経済的な問題、家族間の
問題など複数の要因が複雑に絡み合っています。

■見逃さないで！　身近な人のＳＯＳ
　自殺を考えている人は、「死にたい」気持ちと「死
にたくない」という気持ちの間で激しく揺れ動いて
います。いつもと様子が違う、元気がないと感じた
らまずは、声をかけてみましょう。
【自殺直前のサイン】
□感情が不安定になる　□性格が変わったようになる
□興味を持っていたものへの関心を失う
□食欲がなくなる　□眠れなくなる
□自殺をほのめかす

■身近な人の異変に気づいたら
　自殺を考えている人は、「誰にもわかってもら
えない」という孤独な状態に陥っています。「あ
なたのことを心配している」ということを伝える
ことが大切です。そして、相手の話に耳を傾けま
しょう。

■専門の相談先につなげる
　本人が抱えている問題は、すぐに解決できない
ことも多いため、相談機関に相談することを勧め
てみましょう。中には、うつ病など心の病気が疑
われる場合があります。適切な受診・治療で自殺
を予防できることがあります。

健康推進課
　 （25）8078

○高島市役所　健康推進課
　　　　　　　　（新旭保健センター）
　　　　　　　マキノ保健センター
　　　　　　　今津保健センター
　　　　　　　安曇川保健センター
　　　　　　　高島保健センター
　　　　　　　朽木支所
○高島保健所 ☎（２２）２４１９
○県立精神保健福祉センター　 ☎０７７（５６７）５０１０

☎（２５）８０７８

☎（２７）１１２８
☎（２２）５１０１
☎（３２）４４１３
☎（３６）８００８
☎（３８）３１１１

心
や
体
の
不
調
の
相
談

○高島こころのつえ相談室
　　☎０１２０（８７４）７５６
　　　水・木　13 時～ 17 時
　　　（祝日・年末年始を除く）
○滋賀いのちの電話
　　☎０７７（５５３）７３８７
　　　金～日　10 時～ 22 時
○こころの電話相談
　　☎０７７（５６７）５５６０　
　　　月～金　10 時～ 12 時、13 時～ 21 時
         　（祝日・年末年始を除く）

心
の
悩
み
の
相
談

心の悩みに困ったときの相談窓口

大切な命を守るために
～９月 10日～ 16日は自殺予防週間です～

　
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
大
切
な
移
動
手
段
と
し

て
、市
内
全
域
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
交
通
を
、
身
近
で
安
全
・
安

心
な
公
共
交
通
と
し
て
、
今
後
も
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
利
用
が
必
要
で
す
。
お
出

か
け
の
際
に
は
、
ぜ
ひ
バ
ス
交
通
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
バ
ス
乗
り
継
ぎ
乗
車
制
度
や
利
用

促
進
制
度
を
活
用
さ
れ
る
と
、
よ
り

便
利
に
低
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

路
線
図
、
時
刻
表
、
運
賃
、
各
種
制

度
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。交

通
対
策
課

　
（
２
２
）
０
０
５
８

バス交通を
利用しましょう！

安全 便利な
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環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
、
建
築
物
等
の
適
切
な
管
理
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

高島市空家調査員
朝日航洋株式会社


